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令和３年10月25日　第2025回例会

週報 No.

69.57%

橋元　隆

本日は、月一度の会員スピー
チとなります。

会員スピーチ　　　　　　　  　伊藤　一雄

本日は、昨今、損害保険業界
で問題となっております「火災・
地震保険の請求を勧誘する業者
とのトラブル急増」につきまし

て、お話しさせていただきます。
2020 年度は大規模災害が少なかったにも

かかわらず、全国で前年度の２倍、約 5,000
件の当該トラブル相談が寄せられています。

具体的なトラブル事例を紹介します。一
つ目は自己負担ゼロを強調し、「保険金を使
えば無料で修理できます」という手口です。
実際には成功報酬として修理業者へ保険金
の３割を支払う契約を結ばせるなど、多額の
自己負担が発生してしまいます。

二つ目は強引な契約手口です。勧誘の

80％は訪問によるものであり、契約するまで
帰らない、キャンセル料が 50% かかるといっ
た事例が報告されています。また、高齢者の
相談が多く、70 歳以上の相談が約半数を占
めています。

三つ目はうその理由で請求を勧められる
ものです。老朽化したところを「台風のせい
にして保険請求しましょう」といったもので
す。これは保険金詐欺に該当するおそれがあ
り、注意が必要です。

鹿児島県でも組織ぐるみで大規模な活動
を行っている悪質な修理業者の情報があり
ます。これから台風シーズンが終わり、活
動が活発化する懸念があります。損害保険
協会では啓蒙チラシ、ホームページでの
YouTube を使った動画での事例紹介を行っ
ています。

みなさまの身近でもトラブルが増えてい
ます。保険金の請求は手数料なしで行うこと
ができます。「保険が使える」といわれたら、
ご加入の損害保険会社か取扱代理店へまず
相談をお願いします。

1998

ゲスト卓話「中小企業のDX」

■ ICT プロデュース　上野　武志
　いま、ＩＴやＡＩや高速通信
の技術を駆使する第四次産業革
命のただ中にあり、DX（デジタ
ル　トランスフォーメーション）

がその鍵を握っています。人類は過去、軽
工業を機械化した 18 世紀半ばの第一次産業
革命から、重工業を機械化した 19 世紀半ば
の第二次産業革命、電子機器を使うように
なった 20 世紀半ばの第三次産業革命を経て、
2010 年ごろからデジタル技術によって知的
な作業を自動化する第四次産業革命に至り

会員卓話「コロナ禍の住宅事情」
　　　　　　　　　　　　坂元　次郎  君

経済と地域社会の
発展月間／米山月間10月



ロータリーソング：「我等の生業」
職業宣言唱和：５・６
ゲスト紹介：卓話ゲスト＝
ICT プロデュース 代表　上野　武志（うえの　たけし）様
食事：「本日の演奏」
会長の時間：会長　橋元　隆君（会員卓話：伊藤　一雄君）
会務報告：幹事　下村　哲也君
１）本日の配布　　①週報　　②米山豆辞典
２）日本赤十字社からのお願い
　�　コロナの影響により、献血の御協力を得られにくい状況

が続き、血液が不足しております。
　�　つきましては、献血の実施にご協力いただける企業・団

体を募集しています。
　�　詳細は、各テーブル配布のチラシをご覧ください。
３）　学習会・ラウンドテーブルのご案内
　次週 10/25( 月）　18：30 ～　於：ごはんのじかん inatome
　　　　　　　　　　　　　　担当：米山奨学委員会
　　出欠回答がまだの方は事務局までご返信ください。

４）RCC 例会　11：00 ～　場所：リンクビル 9 階
　　　　　　　10/24（日）　指名出席者→池畠・下　各会員
５）次週　10/ ２５（月）例会プログラム　
　　会員卓話＝坂元　次郎君　テーマ「コロナ禍の住宅事情」
出席報告：出席委員会　　
スマイルボックス：親睦委員会
卓話：ゲスト紹介＝丸山　健太郎君
　　　ゲスト卓話＝ ICT プロデュース　

上野　武志（うえの　たけし）様
　　　「中小企業の DX」

次回例会　令和３年 11 月１日（月）

ゲスト卓話「鹿児島美の資源」
気ままな美術館館長　月野  浩二 様

出席率 会員数 出席数 出席報告
第2024回例会 53名 32名 69.57%
前々回（10月4日）の補正 53名 34名 75.56%
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本日の曲目：星の秋・渚のアデリーヌ・ライムライト	 演奏：入来慶子

●海江田　順三郎君／大分遅れてのスマイルで恐縮です
が、８月の日曜に４回、FM ラジオの「昭和音楽館番組」
に出演し、思い出の歌曲８曲のレコードを流してもらい
ました。
●丸山　健太郎君／きょうのゲスト卓話は ICT プロ
デュースの上野武志さまに「中小企業の DX（デジタル

トランス　フォーメーション）」についてお話いただきま
す。近頃「DX」という言葉をよく見かけますが、意外と
身近に活用している企業があります。そんな具体例など
を伺います。よろしくお願い致します。
●福山　泰広君／連続出席祝ありがとうございました。
入会して１年、何とか達成できました。

10月18日のスマイル　小計 8,000円　2021〜2022年度　累計 182,424円

ました。ＤＸを支える技術としては、光や
画像、加速度などを感知するセンサーのほ
か、あらゆるものをインターネットでつな
ぐ IoT、コンピュータが自ら学習して人が行
う判断や予測ができるようになる AI、その
AI と組み合わせたロボット、それに高速で
大量の情報を送る 5G や 6G などがあります。
これらを組み合わせることで、様々な課題を
解決しようという取り組みが DX です。
　県内でも、在庫管理システムを導入して
業務を効率化するとともに、売れ筋商品を
AI に予測させようとしている海産物の卸業

者さんや、肥料を作る過程に各種のセンサー
を組み合わせてＡＩで自動化しようとして
いる肥料プラントの企業さんなどの手伝い
をさせていただいています。
　少子高齢化や労働人口の減少など、社会環
境は大きく変化してきており、それぞれの課
題を抽出し、原因を分析して、どんな対策を
とっていくかが問われる時代です。必ずしも
DX にこだわる必要はありませんが、解決方
法の一つとして AI やロボットやセンサーな
どのデジタル技術を使って解決できないか、
皆で知恵を凝らしていくことが重要です。

出席報告


